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１．UNESCO における無形文化遺産保護政策とその課題の一端
2003 年 10 月、第 32 回 UNESCO 総会において、「無形文化遺産の保護に関する条約」（以下、
無形文化遺産保護条約）が採択され、条約という枠組みのもとでの、UNESCO を中心とした無
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Convention for the Safeguarding of Intangible Cultural
Heritage and Consent of Communities
Analysis for Letters of Consent in Nomination Process
“Convention for the Safeguarding of Intangible Cultural Heritage” (CICH) 
was adopted in the 32nd Session of the UNESCO General Conference in 2003.
This convention makes it possible to list the ICH for safeguarding. Satisfying 
some procedural criteria is required in order to inscribe on the list. In other words, 
the outstanding value of heritage isn’t evaluated unlike the World Heritage Conven-
tion. We, therefore, should think how to make the effective list without evaluating 
the heritage value. In this point, this is one of valuable researches for the future of 
this convention.
This paper discusses on the consent of communities, which is one of the 
required processes to inscribe on the several lists of CICH. A few issues are led 
through the analysis of existing state of the consent of communities.
In conclusion, I suggest that each state parties should be required more 
awareness about the consent of communities and the guidelines for “free, prior and 
informed consent” (FPIC) related to ICH should be developed in order to make it 
more effective.
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形文化遺産の国際的保護が開始された（1）。
UNESCO を中心とした伝統文化及び無形文化遺産の保護は、1989 年の「伝統的文化及び民間
伝承の保護に関する勧告」（2）によって本格化する。その後、世界各地におけるワークショップ
を通じて、有形文化遺産保護のための国際条約である「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に
関する条約」（世界遺産条約）のような、保護リスト作成の必要性が課題としてあがった（Seitel 
2001）。
その結果として成立したのが、無形文化遺産保護に関する初めてのリストである「人類の口承
及び無形遺産の傑作宣言」（3）である。その記載にあたっては遺産を評価するための基準（general 
criterion 1 ～ 6）が明確に定められ、「傑作宣言（Proclamation of Masterpieces）」という名称から
もわかるように、遺産そのものの有する特筆される価値を判断している（表 1）。
他方で、2003 年に採択された無形文化遺産保護条約の場合は、文化に優劣をつけることは不
可能であるという理念的立場から、事務手続き上の基準（表 2）に基づく補助機関の助言をもと
に政府間委員会において記載の可否が決定されるという方式を採用している。
「傑作宣言」と「無形文化遺産保護条約」のあいだに存在するこうした差異は、無形文化遺産
保護における非常に重要な転換として位置づけられる。
そして、リストに対するこうしたスタンスの違いが、条約の将来像に大きな影響をもたらす。
つまり、リスト記載へのハードルは後者のほうが圧倒的に低くなり、無形文化遺産保護条約代表
一覧表は急激に記載案件が増加することとなる。そうした現象は、すでに表出しており、提案さ
れた全案件を委員会の補助機関において処理しきれないという事態が 2010 年の第 5 回政府間委
員会より発生している。
もちろんリストの性格を考えれば、必ずしも数の増加そのものが大きな問題ではない。だが、
表 2　無形文化遺産保護条約代表一覧表に対する記載要件
表 1　「人類の口承及び無形遺産の傑作宣言」に対する記載要件
［UNESCO 2001］から一部抜粋、筆者訳
［UNESCO 2008］、筆者訳
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無形文化遺産保護条約という条約が、条約第 1 条に規定するように、遺産の保護を最大の目的と
し、途上国を中心とした各地域に対して遺産保護のためのリソースを提供することを狙いとして
いる以上、数が増加するなかでも効果的な保護に資する一定の尺度を有することが要求される。
そうしたことを保証する前提には、信頼されるリスト作り、つまり Credibility の向上があると考
えられる。それが遺産の価値判断を行わないということにあるのか、もしくは保護概念に一定の
制約を課すことであるのかについては、条約の展開とともに今後さらなる研究が必要である。
だが、現状を鑑みると、無形文化遺産保護条約成立後に限ってみても、各国の料理をはじめと
し、保護の主体、対象が不明確なものが多々提案され、記載されている（4）。そこには「経済振興」
という要素が大きな位置を占めている場合も少なくない。もちろん、無形文化遺産保護のために
も担い手の経済的状況がよくなることは否定すべき要素ではない。だが、それも保護の主体、対
象が明確に定まり、当該資産の将来像を議論できる環境が整ったうえでのものといえる。
その点において、遺産の担い手主体の特定とその明確化は、価値判断に対する議論に踏み入る
ことなく、より低次な問題として議論が可能なことのひとつである。そこで、本稿では、無形文
化遺産保護条約の各リスト記載のための要件のひとつである“コミュニティの同意”（5）に関して、
現記載案件の分析を通じ、同要件の将来的な位置づけを検討するための一材料を提示する。
２．無形文化遺産保護条約と Consent of communities
（１）条約における Consent of communities という概念
無形文化遺産保護条約における危機一覧表、代表一覧表への記載時には担い手への十分な説明
と記載への同意（Free, Prior and Informed Consent：FPIC）が必要とされている。この背景には、
無形文化遺産の効果的な保護という条約最大の目的を達するためには、Blake が指摘するように
無形文化遺産の担い手であるコミュニティの関与が不可欠であり［Blake 2009］、そうしたステー
クホルダーの条約に対する十分な理解及び保護に対するエンカレッジなしには遺産保護は難しい
ということが大きく関与していると考えられる。
では、こうした「コミュニティ」に対して、情報を提供し、そしてそこから同意を取り付ける
という危機一覧表記載要件 U.4 及び代表一覧表記載要件 R.4、ベストプラクティス記載要件 P.5
に記された作業はいかにしてなされるべきであるのだろうか。
次節では、そうした作業に対する現状の一端を明らかにするため、既存の記載案件に基づき、
その同意書の仕様、換言すればコミュニティに対する同意の取り方について分析する。
（２）記載における同意書の分類
各国政府によって提案される記載案件の提案書には、同意書（Consent of Communities）が添付
される。委員会によって記載が決定した資産の提案書及び同意書は、UNESCO 文化局の無形遺
産セクションの web サイトにて、資産ごとのオリジナルの書類が公開されている（6）。ここでは、
そこから入手した資料をもとに、2010 年のケニア・ナイロビにおける第 5 回政府間委員会まで
の代表一覧表、危機一覧表、ベストプラクティスへの記載案件に対し、その同意取得の在り方を
同意書の仕様から分析した。
その結果、既存の同意書の形式には、いくつかのパターンが確認された。それを遺産ごとに分
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類・整理したものが巻末
表 A ～ E である。以下、
確認されたパターンを 5
つのカテゴリーに分類す
る。
Category〈i〉担い手の
個人名による同意：文章
は無く、名前のみを羅列
この種の同意書は、そ
の作成過程で、関係する
できる限り多くの担い手
に対して、程度の差はあ
るものの、何らかのかた
ちで無形文化遺産への記
載提案説明がなされ、同
意の取得が行われたと考えられる。その点で担い手への意識の啓発という観点からは有意なもの
である。
Category〈ii〉担い手の個人名による同意：文章と担い手のサインで構成（図 1）
同意書の作成手法としては〈i〉と同様と考えられるが、個々人のサインをするスペースの上
部に、“十分内容の説明を受け、また代表一覧表への記載に同意した”という趣旨の文章が書か
れている。この文章は、多くの国では記載基準に記された内容に基づいて書かれている。ただし、
対象が担い手の全体なのか、それとも選択的なものなのかは判別ができない。
Category〈iii〉担い手の個人名による同意：定型フォーマット中の空欄に記入（図 2）
すでに提案国政府等によって作成されたフォーマットに対して担い手らが必要事項を記入する
というスタイルの同意書である。リスト化された部分には、同意者の名前、サイン、年齢、性別
などの記入欄（多くの担い手に記入を求める場合は表形式となっている）が用意されている。また、
国としてすべての提案遺産に対する統一のフォーマットが用意されている場合も存在する。〈iii〉
のタイプの同意書は、〈i〉のタイプの同意書をよりシステマティックに構成したものとして位置
づけることができる。
以上の〈i〉～〈iii〉までが、スタイルに差はあるものの、担い手（と提案国が想定する人物）
個人の同意が示されたものである。これらは、個人単位で同意をした根拠となり、担い手個人へ
の意識付けという面でも有効であると考えられる。他方で、対象となった「個人」がどのように
特定されたのかなど、同意取得のプロセスにおいてさらなる検討を要する部分も多い。その点で
は、次に記す組織の同意（Category〈iv〉〈v〉）のほうが明瞭である。
〈iv〉〈v〉は、担い手個人からの同意が、少なくとも書類上は示されておらず、保護のための
組織や抽出された担い手代表者、もしくは関連する営利／非営利団体等による同意を、記載要件
R.4 の根拠とみなしている同意書のスタイルである。
Category〈iv〉保存会・関連組織・各省庁等による同意：文章と組織／代表者のサイン（図 3）
それぞれの組織によって独自に執筆された、“十分な説明を受け、提案に同意した”旨の文章、
左：図 1  同意書〈ii〉の例（Traditional Li textile techniques-spinning, dyeing, weaving 
and embroidering（中国）をモデルに筆者作成）
右：図 2  同意書〈iii〉の例（Al-Bar’ah, music and dance of Oman Dhofari valleys（オマー
ン）をモデルに筆者作成）
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もしくは提案国によって
書かれた定型文のうしろ
に、組織名（場合によっ
ては代表者名も加わる）
のサインや印鑑が記され
ているというスタイルで
ある。
Category〈v〉保存会・
関連組織・各省庁等によ
る同意：定型フォーマッ
トに記入（図 4）
同意書の定型フォー
マットが用意されてお
り、文中の空欄部分につ
いて、組織の名前、所在
地、代表者のサイン等や提案遺産名称で充たすスタイルである。前述の〈iii〉との差は、対象が
担い手個人か保存会かという違いである。こうしたフォーマット化された手法は日本、韓国など、
無形文化遺産保護のいわゆる「先進国」に多く見られるやり方として指摘できる。
以上の組織による同意のケースは、前述したような個々人からの同意取得と比して制度的な位
置づけとしては明瞭である。その後の保護施策もその組織と行政、あるいは他の国際／国内機関
とのあいだで実施を行えばよく、運用面でも効果的なものとなりうる可能性を有している。
だが、他方で、以下の問題点も存在する。
第一に、当該組織の構成員に対して、当該無形文化遺産の担い手としての意識付け、啓蒙が図
られているのかが不明瞭であるという点である。つまり、当該組織の代表者のみが説明を受け、
サインを行ったという可能性を排除できないという問題が指摘される。
また、第二に、その組織が遺産の担い手（コミュニティ）として適切か否かという問題が指摘
される。実際に、同意団体を分析すると、同意組織が遺産保護を主たる目的とした組織である場
合と、既存の博物館や商業ベースの営利組織等である場合の双方が存在する。本論では、組織の
性格を名称のみからで区別することが困難な場合もあり、同一のカテゴリーとして扱っているが、
全体を概観すると商業ベースと推測される組織が多く見られることもまた事実である。
以上からも明らかなとおり、同意取得を行う団体を各国政府の方向性に委ねた場合、商業ベー
スの営利組織や博物館なども含めた多様な団体が対象となり、コミュニティのエンカレッジとい
う面において必ずしも効果的な保護に資する手法にはなり得ない可能性も有している。
なお、ここまで紙媒体を軸とした同意書の在り方について分析してきたが、こうした紙媒体に
よる同意書のほかに、映像記録があわせて提出されているケースも数例ながら存在する。こうし
た事例では、全ての事例において紙媒体の同意書は〈iv〉のスタイルで作成しているものの、組
織の構成員全体に対して説明を行い、同意を得た根拠として集会／ワークショップの映像記録を
提出している。これは紙と映像記録の役割が相互に補完されており、同意書の在り方をめぐり示
唆にとんだ先進的な取り組みとして評価することができる。
左：図 3  同意書〈iv〉の例（The Radif of Iranian music（イラン）をモデルに筆者作成）
右：図 4  同意書〈v〉の例（Daemokjang, traditional wooden architecture（韓国）をモ
デルに筆者作成）
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３．記載提案国間の同意書の差異
これまでに分類した 5 つのカテゴリーに基づいて、その該当資産数を表 3 に示す。地域分類は
UNESCO の示す分類に基づく。複数の同意書タイプが提出されている場合もあるため、分析対
象数とカテゴリー別の数の合計とは必ずしも一致しない。なお、括弧内の割合は分析対象資産に
対する割合である。
資産数の地域間における不均衡が存在するため仔細な分析は困難ではあるものの、全体の傾向
として、Category〈iv〉はすべての地域で高い割合を示している。また、Category〈v〉の同意書
はアジア・太平洋地域及びヨーロッパ・北アメリカ地域の国に多くみられ、行政システムの確立
された地域においてとられやすい形式であるといえる。Category〈ii〉に関しては、アジア・太
平洋地域で高い割合を示している。
こうした地域差に関して、その要因を分析することは今後の課題であるものの、こうした地域
間の差異が存在するという事実は、同意書のカテゴリー別の保護に対する効果・課題が明らかに
された際に非常に重要な点である。それは、どのようなかたちでコミュニティの関与を促し、そ
してそのための同意書作成の在り方を各国へ普及させるのかという点で、将来的なキャパシティ・
ビルディングを中心とした保護体制の普及においても注目すべき事項のひとつともなりうる。
４．記載における同意書の現状と課題
無形文化遺産を中心とした「リビング・ヘリテージ」の保護にとって、コミュニティの関与に
関する動向は、効果的な遺産保護を考えるうえで非常に重要な点である。
そのなかで、無形文化遺産保護条約において、遺産提案時に提出が求められる「同意書」は、
保護の端緒として非常に重要な意味を有する。ここで特定された担い手／コミュニティが遺産保
護にあたっての最も重要なステークホルダーとなるからである。　
本稿では、担い手／コミュニティを特定し、「同意書」の取得がいかになされているか、その
現況を分析した。すでに明らかになったように、そこには個人／団体の差、また記述方法の差な
どによっていくつかのカテゴリーに分類できることが分かった。また、そのカテゴリーをめぐっ
ては、一部で地域ごとの傾向が確認できた。
リスト記載後のより効果的な保護と同意書のスタイルの関係性に関しては、今後のケーススタ
ディ等を通じての分析が必要であり、本稿では十二分に回答できていない。だが、国際社会及び
各国内における制度・施策立案のための基礎的な事実として、同意書に複数のスタイルが存在し、
またその全体の傾向を分析、提示したことに、本稿は一定の意義があると考えられる。
表 3　同意書の形式と提案国 
記載件数 分析対象 Category  i Category  ii Category  iii Category  iv Category  v Film
全体 142 139 3(2.2%) 53(37.9%) 34(24.5%) 87(62.6%) 30(21.6%) 4(2.9%)
Africa AF 6 6 0(0%) 1(16.7%) 1(16.7%) 4(66.7%) 0(0%) 0(0%)
Arab States AS 2 2 0(0%) 1(50.0%) 2(100.0%) 1(50.0%) 2(100.0%) 0(0%)
Asia&Pacific AP 76 75 1(1.3%) 36(48.0%) 15(20.0%) 44(58.7%) 19(25.3%) 2(2.7%)
Europe and North America ENA 48 47 0(0%) 11(23.4%) 14(29.8%) 32(68.1%) 11(23.4%) 2(4.3%)
Latin America and the Caribbean LAC 13 12 2(16.7%) 5(41.7%) 4(33.3%) 9(75.0%) 0(0%) 0(0%)
筆者作成
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同意取得という作業を重視することにより、保護に対する主体、担い手が明確であることが重
要となり、例えば、担い手が不明瞭なものなどは提案しにくくなる。
こうした施策は、限られた人的／財的資源のなかで、効果的な充実した国際的な保護を図るう
えでも重要な意味をもつ。したがって、それは、遺産概念が広範化し、また、先進諸国の経済的
振興を主目的とした記載提案も増えつつあるなかで、保護を一義的目的としたリスト記載へと戻
すためのひとつの有意な方策となりうる可能性をも有していると考えられよう。
冒頭で指摘したとおり、本条約はリスト記載に対して遺産ごとの価値判断を行わないという現
実が存在する以上、リストの範囲は無限に広がり、保護に必要な多様なリソースの需要は増加す
る一方である。他方で、遺産保護という条約最大の目的を達するためには、“価値判断の限界”
という条約の理念的性質と“保護対象の特定／限定”のバランスが重要である。そうした諸条件
のなかでの中庸を模索する概念のひとつとして、コミュニティの同意という事項は重要であり、
その効果的な在り方を模索することは無形文化遺産保護の将来に少なからずの意義があろう。本
稿はそのための基礎的作業として、既記載案件の現状を分析した。こうした事実を踏まえ、その
効果的な在り方を検討するための調査研究が必要となるが、それは今後の課題として位置づけた
い。
註
（1） 「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」（いわゆる「代表一覧表」）、「緊急に保護する必要があ
る無形文化遺産の一覧表」（いわゆる「危機一覧表」）、効果的な保護の実践事例に関する「ベス
トプラクティス」3 種類のリスト作成と、危機一覧表記載案件への財的・技術的支援を行うこと
を定めている。遺産を一覧表へ記載することによって保護対象とするという「リスト主義」の
立場をとっている。
（2） 第 25 回 UNESCO 総会（1989 年）において採択。
（3） 第 29 回 UNESCO 総会（1997 年）にて創設が採択。
（4） 日本においても農林水産省主導で「和食」（日本料理）の記載提案準備が進められている。そ
こで作成が進められている提案書案では、担い手が第一義的には「日本人の伝統的な食文化
であるところの和食に日常的に接する日本国民」（The Japanese who familiar with WASHOKU; 
Traditional Dietary Cultures of the Japanese, are concerned.）とされている［農林水産省日本食文化
の世界無形遺産登録に向けた検討会 2011］。こうした担い手の特定において、どのようにして同
意を取得し、また記載後の保護を図っていくかは、重要な論点となる。
（5） 条約作業指針（Operational Directive）1. U.4、2. R.4、7. P.5。
（6） http://www.unesco.org/culture/ich/en/lists/ 参照（2011 年 11 月 1 日閲覧）。ただし、「人類の口承及
び無形遺産に関する傑作宣言」から無形文化遺産保護条約代表一覧表へと移行されたものにつ
いては、傑作宣言時の基準で審査が為されているため、同意書は存在しない。
文献
農林水産省日本食文化の世界無形遺産登録に向けた検討会　2011「ユネスコ無形遺産への記載提案
書（案）」第 4 回検討会資料
Blake, Janet. 2009. UNESCO＇s 2003 Convention on Intangible Cultural Heritage: the implications of 
community involvement in ＇safeguarding.＇ Intangible Cultural Heritage. Abingdon: Routledge: 45-73.
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Seitel, Peter. 2001. Safeguarding traditional cultures: a global assessment. Washington, D.C.: Center for 
Folklife and Cultural Heritage, Smithsonian Institution: 263-306.
UNESCO. 2010. Operational Directives for the Implementation of the Convention for the Safeguarding of the 
Intangible Cultural Heritage (amended in 2010).
UNESCO Intangible Cultural Heritage Section. 2001. Proclamation of Masterpieces of the Oral and Intangible 
Heritage of Humanity: Guidelines for the Presentation of the Candidature Files.
付記　本稿は、2011 年度松下幸之助記念財団研究助成「無形文化遺産保護に関する国際協力体
制構築のための基礎的研究―アジアにおける地域社会の参画を中心に」（助成番号 11-57）の成
果の一部である。
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表 A　無形文化遺産条約各リスト記載遺産における同意書の形態（アジア太平洋）
Type Year Name State Party/Parties Region(s) i ii iii iv v film
B 2009
Education and training in Indonesian Batik intangible cultural 
heritage for elementary, junior, senior, vocational school and 
polytechnic students, in collaboration with the Batik Museum in 
Pekalongan
Indonesia AP ◯ ◯
R 2009 The art of Chinese seal engraving China AP ◯
R 2009 China engraved block printing technique China AP ◯ ◯
R 2009 Chinese calligraphy China AP ◯
R 2009 Chinese paper-cut China AP ◯ ◯
R 2009 Chinese traditional architectural craftsmanship for timber-framed structures China AP ◯ ◯
R 2009 The craftsmanship of Nanjing Yunjin brocade China AP ◯
R 2009 The Dragon Boat festival China AP ◯ ◯
R 2009 Farmers＇ dance of China＇s Korean ethnic group China AP ◯
R 2009 Gesar epic tradition China AP ◯ ◯
R 2009 Grand song of the Dong ethnic group China AP ◯ ◯
R 2009 Hua＇er China AP ◯ ◯
R 2009 Manas China AP ◯ ◯
R 2009 The Mazu belief and customs China AP ◯ ◯
R 2009 Mongolian art of singing: Khoomei China AP 入手不可
R 2009 Nanyin China AP ◯ ◯
R 2009 Regong arts China AP ◯ ◯
R 2009 Sericulture and silk craftsmanship of China China AP ◯ ◯
R 2009 Tibetan opera China AP ◯ ◯
R 2009 The traditional firing technology of Longquan celadon China AP ◯
R 2009 The traditional handicrafts of making Xuan paper China AP ◯
R 2009 Xi＇an wind and percussion ensemble China AP ◯
R 2009 Yueju opera China AP ◯ ◯
R 2010 Acupuncture and moxibustion of traditional Chinese medicine China AP ◯ ◯
R 2010 Peking opera China AP ◯ ◯
R 2009 Ramman: religious festival and ritual theatre of the Garhwal Himalayas, India India AP ◯
R 2010 Chhau dance India AP ◯
R 2010 Kalbelia folk songs and dances of Rajasthan India AP ◯
R 2010 Mudiyettu, ritual theatre and dance drama of Kerala India AP ◯ ◯
R 2009 Indonesian Batik Indonesia AP ◯ ◯
R 2010 Indonesian Angklung Indonesia AP ◯ ◯
R 2009 The Radif of Iranian music Iran (Islamic Republic of) AP ◯
R 2010 The music of the Bakhshis of Khorasan Iran (Islamic Republic of) AP ◯ ◯
R 2010 The Pahlevani and Zoorkhanei rituals Iran (Islamic Republic of) AP ◯ ◯
R 2010 The ritual dramatic art of Ta＇zīye Iran (Islamic Republic of) AP ◯ ◯
R 2010 Traditional skills of carpet weaving in Fars Iran (Islamic Republic of) AP ◯ ◯
R 2010 Traditional skills of carpet weaving in Kashan Iran (Islamic Republic of) AP ◯ ◯
R 2009 Akiu no Taue Odori Japan AP ◯
R 2009 Chakkirako Japan AP ◯
R 2009 Daimokutate Japan AP ◯
R 2009 Dainichido Bugaku Japan AP ◯
R 2009 Gagaku Japan AP ◯
R 2009 Hayachine Kagura Japan AP ◯
R 2009 Hitachi Furyumono Japan AP ◯
R 2009 Koshikijima no Toshidon Japan AP ◯
R 2009 Ojiya-chijimi, Echigo-jofu: techniques of making ramie fabric in Uonuma region, Niigata Prefecture Japan AP ◯
R 2009 Oku-noto no Aenokoto Japan AP ◯
R 2009 Sekishu-Banshi: papermaking in the Iwami region of Shimane Prefecture Japan AP ◯
R 2009 Traditional Ainu dance Japan AP ◯
R 2009 Yamahoko, the float ceremony of the Kyoto Gion festival Japan AP ◯
R 2010 Kumiodori, traditional Okinawan musical theatre Japan AP ◯
R 2010 Yuki-tsumugi, silk fabric production technique Japan AP ◯
R 2010 The Mongolian traditional art of Khöömei Mongolia AP ◯ ◯
R 2010 Naadam, Mongolian traditional festival Mongolia AP ◯ ◯ ●
R 2009 Cheoyongmu Republic of Korea AP ◯
R 2009 Ganggangsullae Republic of Korea AP ◯
R 2009 Jeju Chilmeoridang Yeongdeunggut Republic of Korea AP ◯
R 2009 Namsadang Nori Republic of Korea AP ◯
R 2009 Yeongsanjae Republic of Korea AP ◯
R 2010 Daemokjang, traditional wooden architecture Republic of Korea AP ◯ ◯
R 2010 Gagok, lyric song cycles accompanied by an orchestra Republic of Korea AP ◯ ◯
R 2009 Katta Ashula Uzbekistan AP ◯ ◯
R 2009 Quan Ho
3
 Bắc Ninh folk songs Viet Nam AP ◯
R 2010 Gióng festival of Phù Ðông and Sóc temples Viet Nam AP ◯ ◯ ●
U 2009 Qiang New Year festival China AP ◯
U 2009 Traditional design and practices for building Chinese wooden arch bridges China AP ◯
U 2009 Traditional Li textile techniques: spinning, dyeing, weaving and embroidering China AP ◯ ◯
U 2010 Meshrep China AP ◯ ◯
U 2010 The watertight-bulkhead technology of Chinese junks China AP ◯
U 2010 Wooden movable-type printing of China China AP ◯ ◯
U 2009 Mongol Biyelgee: Mongolian traditional folk dance Mongolia AP ◯ ◯
U 2009 Mongol Tuuli: Mongolian epic Mongolia AP ◯ ◯
U 2009 Traditional music of the Tsuur Mongolia AP ◯
U 2009 Ca trù singing Viet Nam AP ◯ ◯
R 2010 Falconry, a living human heritage
United Arab Emirates - Belgium - 
Czech Republic - France - Republic 
of Korea - Mongolia - Morocco - 
Qatar - Saudi Arabia - Spain - Syrian 
Arab Republic
AS/AP/
ENA ◯ ◯ ◯ ◯
R 2009 Novruz, Nowrouz, Nooruz, Navruz, Nauroz, Nevruz
Azerbaijan - India - Iran (Islamic 
Republic of) - Kyrgyzstan - Pakistan 
- Turkey - Uzbekistan
ENA/AP ◯
筆者作成。なお TYPE 欄は、R: 代表一覧表  U: 危機一覧表  B: ベストプラクティスの意味（以下同じ）
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表 B　無形文化遺産条約各リスト記載遺産における同意書の形態（アラブ諸国）
Type Year Name State Party/Parties Region(s) i ii iii iv v film
R 2010 Al-Bar＇ah, music and dance of Oman Dhofari valleys Oman AS ◯ ◯
R 2010 Falconry, a living human heritage
United Arab Emirates - Belgium - 
Czech Republic - France - Republic 
of Korea - Mongolia - Morocco - 
Qatar - Saudi Arabia - Spain - Syrian 
Arab Republic
AS/AP/
ENA ◯ ◯ ◯ ◯
筆者作成
表 C　無形文化遺産条約各リスト記載遺産における同意書の形態（アフリカ）
Type Year Name State Party/Parties Region(s) i ii iii iv v film
R 2009 The Manden Charter, proclaimed in Kurukan Fuga Mali AF ◯
R 2009 The septennial re-roofing ceremony of the Kamablon, sacred house of Kangaba Mali AF ◯
R 2009
Places of memory and living traditions of the Otomí-Chichimecas 
people of Tolimán: the Peña de Bernal, guardian of a sacred 
territory
Mexico AF ○
R 2009 Ijele masquerade Nigeria AF ◯ ◯
U 2009 Traditions and practices associated to the Kayas in the sacred forests of the Mijikenda Kenya AF ◯
U 2009 The Sanké mon: collective fishing rite of the Sanké Mali AF ◯
筆者作成
表 D　無形文化遺産条約各リスト記載遺産における同意書の形態（ヨーロッパ／北アメリカ）
Type Year Name State Party/Parties Region(s) i ii iii iv v film
B 2009 Centre for traditional culture - school museum of Pusol pedagogic project Spain ENA ◯ ◯
R 2010 Armenian cross-stones art. Symbolism and craftsmanship of Khachkars Armenia ENA ◯
R 2009 The art of Azerbaijani Ashiq Azerbaijan ENA ◯
R 2010 The traditional art of Azerbaijani carpet weaving in the Republic of Azerbaijan Azerbaijan ENA ◯ ◯
R 2009 Procession of the Holy Blood in Bruges Belgium ENA ◯
R 2010 Aalst carnival Belgium ENA ◯ ◯
R 2010 Houtem Jaarmarkt, annual winter fair and livestock market at Sint-Lievens-Houtem Belgium ENA ◯
R 2010 Krakelingen and Tonnekensbrand, end-of-winter bread and fire feast at Geraardsbergen Belgium ENA ◯ ◯
R 2009 Nestinarstvo, messages from the past: the Panagyr of Saints Constantine and Helena in the village of Bulgari Bulgaria ENA ◯
R 2009 Annual carnival bell ringers’ pageant from the Kastav area Croatia ENA ◯ ◯
R 2009 The festivity of Saint Blaise, the patron of Dubrovnik Croatia ENA ◯ ◯
R 2009 Lacemaking in Croatia Croatia ENA ◯
R 2009 Procession Za Krizen (＇following the cross＇) on the island of Hvar Croatia ENA ◯
R 2009 Spring procession of Ljelje/Kraljice (queens) from Gorjani Croatia ENA ◯
R 2009 Traditional manufacturing of children＇s wooden toys in Hrvatsko Zagorje Croatia ENA 入手不可
R 2009 Two-part singing and playing in the Istrian scale Croatia ENA ◯
R 2010 Gingerbread craft from Northern Croatia Croatia ENA ◯ ◯
R 2010 The Sinjska Alka, a knights＇ tournament in Sinj Croatia ENA ◯ ◯
R 2009 Lefkara laces or Lefkaritika Cyprus ENA ◯
R 2010 Shrovetide door-to-door processions and masks in the villages of the Hlinecko area Czech Republic ENA ◯
R 2009 Seto Leelo, Seto polyphonic singing tradition Estonia ENA ◯
R 2009 Aubusson tapestry France ENA ◯ ◯
R 2009 Maloya France ENA ◯ ◯
R 2009 The scribing tradition in French timber framing France ENA ◯
R 2010 Compagnonnage, network for on-the-job transmission of knowledge and identities France ENA ◯ ●
R 2010 The craftsmanship of Alençon needle lace-making France ENA ◯ ◯
R 2010 The gastronomic meal of the French France ENA ◯ ◯
R 2009 Busó festivities at Mohács: masked end-of-winter carnival custom Hungary ENA ◯ ●
R 2010 Sutartine3 s, Lithuanian multipart songs Lithuania ENA ◯
R 2010 The hopping procession of Echternach Luxembourg ENA ◯
R 2009 Doina Romania ENA ◯
R 2009
Irrigators＇ tribunals of the Spanish Mediterranean coast: the 
Council of Wise Men of the plain of Murcia and the Water 
Tribunal of the plain of Valencia
Spain ENA ◯ ◯
R 2009 Whistled language of the island of La Gomera (Canary Islands), the Silbo Gomero Spain ENA ◯
R 2010 The chant of the Sybil on Majorca Spain ENA ◯
R 2010 Flamenco Spain ENA ◯ ◯ ◯
R 2010 Human towers Spain ENA ◯
R 2010 The Mediterranean diet Spain - Greece - Italy - Morocco ENA ◯
R 2009 Âs
3
ıklık (minstrelsy) tradition Turkey ENA ◯ ◯
R 2009 Karagöz Turkey ENA ◯
R 2010 Kırkpınar oil wrestling festival Turkey ENA ◯
R 2010 Semah, Alevi-Bektas
3
i ritual Turkey ENA ◯
R 2010 Traditional Sohbet meetings Turkey ENA ◯ ◯
U 2009 Rite of the Kalyady Tsars (Christmas Tsars) Belarus ENA ◯ ◯
U 2010 Ojkanje singing Croatia ENA ◯
U 2009 The Cantu in paghjella: a secular and liturgical oral tradition of Corsica France ENA ◯
U 2009 Suiti cultural space Latvia ENA ◯
R 2009 Novruz, Nowrouz, Nooruz, Navruz, Nauroz, Nevruz
Azerbaijan - India - Iran (Islamic 
Republic of) - Kyrgyzstan - Pakistan 
- Turkey- Uzbekistan
ENA/AP ◯
R 2010 Falconry, a living human heritage
United Arab Emirates - Belgium - 
Czech Republic - France - Republic 
of Korea - Mongolia - Morocco - 
Qatar - Saudi Arabia - Spain - Syrian 
Arab Republic
AS/AP/
ENA ◯ ◯ ◯ ◯
筆者作成
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表 E　無形文化遺産条約各リスト記載遺産における同意書の形態（ラテンアメリカ・カリブ海）
Type Year Name State Party/Parties Region(s) i ii iii iv v film
B 2009 Safeguarding intangible cultural heritage of Aymara communities in Bolivia, Chile and Peru
Bolivia (Plurinational State of) - 
Chile - Peru LAC 入手不可
R 2009 The Tango Argentina - Uruguay LAC ◯ ◯ ◯ ◯
R 2009 Carnaval de Negros y Blancos Colombia LAC ◯
R 2009 Holy Week processions in Popayán Colombia LAC ◯ ◯
R 2010 Marimba music and traditional chants from Colombia＇s South Pacific region Colombia LAC ◯ ◯ ◯
R 2010 The Wayuu normative system, applied by the Pütchipü＇üi (palabrero) Colombia LAC ◯ ◯
R 2009 Ritual ceremony of the Voladores Mexico LAC ◯
R 2010 Parachicos in the traditional January feast of Chiapa de Corzo Mexico LAC ◯
R 2010 Pirekua, traditional song of the P＇urhépecha Mexico LAC ◯ ◯
R 2010 Traditional Mexican cuisine - ancestral, ongoing community culture, the Michoacán paradigm Mexico LAC ◯
R 2010 Huaconada, ritual dance of Mito Peru LAC ◯
R 2010 The scissors dance Peru LAC ◯
R 2009 The Candombe and its socio-cultural space: a community practice Uruguay LAC ◯
筆者作成
